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1. 研究の背景
　今回，健康まちづくりに取り組むきっかけとなったのは，
郊外住宅地で少子高齢化が加速していることに着目したから
である。そこで 2017 年 4 月から武庫川女子大学と協定を結
んでいる大阪府豊能町の健康増進課の皆様，住民の皆様にご
協力いただき 2017年度（その1）に引き続きコミュニティの
あり方や，まちづくりのあり方についての実践的研究に取り
組むことが可能となった。
2. 研究の目的
　本研究の大きな目的は，前年度に引き続き「郊外住宅地で
の健康まちづくり」であり，「健康」をキーワードとして，
まちづくりやコミュニティがどうあるべきかを研究すること
を目的とする。本研究における健康とは，ただ寿命を延ばし
て長生きすることではなく，「健康寿命」を延ばすことを大
切にすることである。
3. 研究の方法
　大阪府豊能町ときわ台地区での実践的研究である。対象地
区であるときわ台地区において，実際に住民の方々に健康ま
ちづくりについてセミナーを行った。セミナーの内容は，「武
庫女健康まちづくり研究者ネットワーク」（以下健まちネッ
ト）の様々な部門の専門の先生方を中心に企画がなされた。
筆者は，セミナーの運営，映像の記録，セミナーでのワーク
ショップの運営，アンケート調査とその分析を行った。
4. 大阪府豊能町について
　豊能町は大阪府の北部に位置し，箕面市や兵庫県川西市に
隣接する地域である。標高 600ｍを超える北摂連山の中にあ
り寒冷な気候であることから「大阪の北海道」「大阪のシベ
リア」と称されることもある。図 1 の赤色の部分が豊能町で
ある。豊能町の人口は 19,723人（2018年 10月時点）である。
図 2 より，1980 年前後から増加し，1995 年に人口のピーク
を迎えていることがわかる。また 1995 年以降の人口は減少
の傾向にあり，2040 年には 12,275 人まで減少すると予想さ
れている。さらに，2025 年には高齢者人口が生産人口を上
回り，2030 年には高齢者人口が総人口の半数以上を占める
と予想されていることから，少子高齢化問題が深刻化してい
ることがわかる。
5. 健康まちづくりセミナーの運営
　今年度のセミナーは下表のように大きく分けると「体操」
と「まちづくり」の 2パターンである。
6.「とよの健康体操」の企画と提案
　「とよの健康体操」は今年度「健街ネット」が企画した豊
能町オリジナル版の健康体操である。企画構成のポイントは，
①3分程で気軽にできる，②どんな曲のテンポにも合わせられ
る，③楽しみながら転倒防止になる，④あらゆる世代，健康状
態でも対応できるように立位と座位の 2 種類を考える，の 4
点である。体操企画に際しては，武庫川女子大学短期大学部
健康・スポーツ学科 OG 江川菫さん（健康運動士）に振り付
けを依頼した。創作した体操は 2018 年 11 月 11 日に行われ
たとよのまつりで披露した。当日はたくさんの住民の方々が
集まってくださり，武庫女生が演じるステージに合わせて一
緒に体を動かしている方もおられた。
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7. 外出先に関するアンケート
7-1  アンケートの概要
　豊能町に住む住民がどんな暮らしをしているか，暮らしの
上で不便に思っていることは何か，について明らかにした。
アンケートの実施イベントと回収数は以下の通りであり，回
答者は全員 60歳以上である。
7-2  アンケートの結果
　図 3 より，ときわ台地区の人の約 47% が徒歩で買い物に
行っている。ときわ台地区には近くにスーパー等の買い物で
きる場所が近くにあることがこのような結果となっているの
だろう。一方，希望ヶ丘地区は車を利用する人の割合が 66%
と最も高く，ときわ台地区やその他の地区と比べて徒歩で行
く人の割合が 10%と，とても低かった。
　図 4より，外出時に「目的地までが遠い」と感じている人は，
希望ヶ丘地区の人が 8 人と最も多かった。「道路坂の勾配」
を障害に感じている人は，ときわ台地区の人が 6 人と最も多
かった。また，「そもそも行く場所がない」と感じている人
は希望ヶ丘地区の人だけだった。
　図 5より，年齢を重ねていくごとに「最期を家で迎えたい」
と思う人の割合が高くなっていった。「しんどくなれば老人
ホームに移りたい」と思っている人は 69 歳以下の人の割合
が 50% と最も高く，85 歳以上の人で思っている人は 1 人も
いなかった。
8. まとめ
　ときわ台地区の人は外出する際に自転車を利用する人が他
の地区に比べて少なかった。この理由として，ときわ台地区
の人は「外出時に障害になっていること」についての質問で
「道路坂の勾配」を障害に感じている人の割合が高いことか
ら，自転車での移動は厳しいからだと推察される。さらに，
ときわ台地区の人が徒歩で外出する人の割合が高かったこと
から，ときわ台地区はスーパーや病院など生活に必要な施設
が近くに揃っているからだと伺える。一方，希望ヶ丘地区の
人は外出の際車を利用する人の割合が高かった。この理由と
して「外出時に障害になっていること」についての質問で「目
的地までが遠い」と感じている人が多いことから，近くに必
要な施設が揃っていないからだと考える。今後の暮らしにつ
いては，69 歳以下の人は「しんどくなれば老人ホームに移
りたい」と思っている人の割合が高かった。これは，自分自
身の老後を心配したり，周りに迷惑をかけたくないという思
いから，このように思う人が多いからだと推察される。しかし，
年齢を重ねるごとに「最期を家で迎えたい」と思う人の割合
が高くなっていった。これは，やはり最期は住み慣れたとこ
ろが良いという思いがあるからだと考える。
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